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レポートボックス５ー２　応用線形代数

1. n× n実対称行列Qを用いて，g(x) = xTQxを定義する．このとき，

|λ1| = max{|g(x)| | ∥x∥ = 1}

ηn = min{g(x) | ∥x∥ = 1}

tr(Q) =

n∑
i=1

λi

となることを示せ．ただし，Qの固有値を |λ1| ≥ |λ2| ≥ . . . ≥ |λn| ≥ 0と η1 ≥ η2 ≥ . . . ≥ ηn

として並び替え，行列X のトレースは tr(X) =
∑n

i=1Xiiとして定義されているとする．

2. 次の行列の固有値とそれらの固有値に相当する固有ベクトルを求めよ．なお、Matlabなどを使
用してもよいとする． 
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